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2lp-14　　　　 画像処 理による縫目 バラ ンス評価法 、一布厚に関する検討 －

○鎌田佳仲、渡辺由季子、道江砂恵子

(実践女大)

且的エミシン縫製において、連続した縫い目＼(シーム) の美しさには個々の縫目の一様性が望ま

れるが、連続縫目のバランス状態が種々変化していることはよく知られていることである。ミシン

の設計研究や可縫性の研究のためには連続縫目のバランス状態を調べることが要求される。しかし、

その評価方法として今までに用いられてきた方法は、切断による縫目断面の観察とか、あるいは、

一定シーム長で消費される縫糸長さで評価する方法とか、など、きわめて面倒で大変な労力を必要

とする方法しか提案されていない。これらの方法では多数の連続した縫目のバランス状態を調べる

ことは物理的に無理である。そこで、我々は連続する縫目のバランス状態を画像処理により非破壊

で評価する方法を提案した[1]。　本報告では、提案した方法の布の厚さ( 薄さ) に対する適用性に

ついて検討した結果を報告する。

立 £-―縫われた布の上面、つまり上糸の見える面のイメージをスキャナを用いて取り込み、パソ

コンで処理した。今回の実験では上糸に白色、下糸に黒色を使用し、布は白系色である。布上面に

見える下糸の黒い点（針穴で見える）だけを取り込んだ画像を、ある一定の濃度ひきい値を用いて

２階調処理し、その画像の大きさをドット数で評価した。布は３種類（0.25mm 厚綿ブロード、0.58

mm厚ウールサージ、0.95mm厚ウールフラノ）とし、重ね枚数２枚で縫製試料を作成した。それに用

いた縫糸は、布の厚さにそれぞれ適した#60 と#30 のポリエステルスパン糸である。

結果：下糸可視面積と交絡位置の相関関係は、各試料共相関係数O.B 以上と、きわめて高いもの

であった。この結果から厚さ0. 5iiiin～2iiini程度の範囲内での縫目バランスの評価が下糸可視面積の計

測によって可能であることが分かった。

［1］鎌田佳伸他6名；繊維機械学会論文、vol.51,T-146 ～T-150（1998）

５月29 日（上）第Ｊ会場　10 : 00 ～11 : 30

lJa-1　　　　　 フ ォ トダイ オ ー ド入射 角 セ ンサ を用 いた 高 速多点 位 置

計測 シ ステ ムの試 作 と応 用

o高橋和雄、田頭睦美*  (和洋女大家政、＊三島学園女短大)

序 論　Excel付属のVisual　Basicにより、位階データ取り込みシステムを開発したので報告する。

方 法1) 底辺Ｌ の三角形の高さｈは｡底辺端部の角り が既知のとき、h=L/(cot 0十col 0で与えられ

る。ここでは､り を静的に求める。フォトダイオードの感度は全面中央が最大であるため、２個を

傾け接近させて取り付けた場合の出力ａとｂから求めた(a-b)/(a+b)は、点光源と水平面とのなす角

度に比例する(浜松ホトニクスS6560  .図0" 。2 個のフォトダイオードの出力電流は､それぞれオペ

アンプで電圧に変換後に､反転増幅される。この出力をシリアル出力型AD  コンバータに接続した。

2)RS-232C　open 用ファイルadon.exe を実行しておく2)。 次に、Excel (95 以上)を開き、ファイル→

新規作成→ブック→ツール→マクロ→マクロの保存先→作業中のブック→フクロ名の入力→作成→コード→

Declare Function Keisoku Lib ”adcdosv" （ByVal Ｃ As Integer,ByVal Ｎ As Integer,ByVal Ｍ As Integer)   As Integer

Sub  AD_Ch2 0　'Keisoku 関 数 はdynamic linkage library "adcdosv" の 中 に 記 述 言 脱胎詣ﾐ白 牟卜 医輿l

Dim j as integer

Forj・l to 10

Worksheets.  ("Sheet!") .Cells

Worksheets.  ("Sheetl").Cells

(j.l

(j.2

).Value=Keisoku  (0,0,0)

).Va】ue=Keisoku  (

Next j　'Keisoku (Channel,切 り替え待,AD 待ち

End Sub

1,0,0)

時 間 ）

を入力→実行( 。)→終了後にタスクバーの。

Excel Book をクリックして表計算した･ ；

結 果 図２は最小セットであり、左下

端は入射角センサを､図３は回路を示す。 図 １

1) 宮崎 仁. トヲンジヌタ扶栴 特集 ずぐ|こ侠えるセンサ応周回略集, CO 出版牡35  .N･.≪, p.7S-≪t.　 図2/ 、，
2)  棟田W 介.トランジスタ技術 増刊 ハードウェアデザインシリーズ7. パソコン･アダプタの制作S応用,p.42･51. 図3 ノ
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